
”

〓
享
』壼
日

ｌ

ノ
くハ地の

ー

ノ
ヽうゆム］覇丘

ハ
官田里

い

事=ギ ): 多́

よつ

l:三蕊‐tll

―

百

∩
≡
≡
主
〓，
精
ユ

一年

一●
絆拒

μ・・（̈】）　二一「　ｒ一」」「∴

一一
０

甘ヽ
｛^・̈・

■
ｅ

・・〓

〓

3分   Li
111

●|

“
島1,1
11■

JI所 要時間 :約 120分

0
70分  ■ 70分

rt

i

―
‐

黒
=

０

角
］
竜
Ｊ

一Ｕ

　
議́
　^
・一
一̈
・̈一

分 50分75分 75分 10分



ひめじ

よっ
y´ こ1ひ め

じ

れ ■大部摯 環
書 へのア7セ

置塩撻参週 離絣隊ζ縫響濫 7塁識:ゆ
ハスユローノウェイ往復セット割31券が1300円 であ得し
へ山ふ納金500円 |マイクロバス送迎は犠 J芯納金でコ

□教寺 (・行くと
,じうヾまるくなっマ

優しい気持すに
なれるといわれマ
ヽヽます

ら

ぅ
　
０
０
０

官
棄軒riミ′キ:ち;記首
0ケうゞ

`予

わおまし,・

0  ″

△
幌

li

il
li

言角坂夢連 l

↓

０

0本 多家廟所

二つの営 (030)
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三本城の別所氏が叛旗を翻した0寺、加
古川城に本陣を置いていた秀吉は官兵
衛の進言により、ここ書写山に本陣を
移します。それは書写山が天然の要害
であり、山上には多<の僧坊があり、
兵糧も豊富だったからです。
一方、秀吉勢の突然の来襲に園教寺の
宗徒たちは「すわ比叡山の二の舞か」
と逃げまどいますが、秀吉は「僧に罪
はない。殺すまいぞ」と厳命したといい

ますpしかし戦国βす代のこと、日教寺
の仏像が持ち去られるなどの狼籍が
あったようで、食堂に保存されている当
時の柱には羽柴秀長の家臣の落書きが
残されています。官兵衛はここ園教寺で
秀吉や竹中半兵衛こともに播磨平定の
軍議を凝らしたのです。

0酬
清水の舞台を思わせるような摩尼殿は
昭禾□に再建されたものながら迫力満
点。本尊は女□意輪観音で西国27番本し
所となっている。

ちなみに摩尼殿は後白河法皇参詣の

折に命名されたもの。

大講堂の東南隅に土塀で囲まれた姫

路城城主本多家の塁所があり廟屋五

棟と本多忠亥」らの墓碑が並びます。

講堂」、「食堂」、「常行堂」と、コの字

型こ並んでいます。

0大 講堂
書写山園教寺の本堂に当たるお堂で、

論議法要が行われ、学問と修行の場

となっています。

本釆は、1参行僧の寝食のための建物。
いまは写経ができます。般若心経は1時

間、花びら写経は10分程

度で書けるので気軽

に体験できます。現

在は宝物館となって

いて、秀吉の家臣

が落書きした柱の展

示もここにあります。
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0120-118-123

0120-490-846
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書写山の麓にあり、姫路ゆかりの元東大
寺管長清水公照氏の作品、はりこ・こま
などの姫路の伝統工芸品、なつかしい郷
土玩具などが展示されている。      j
また、伝統工芸をテーマにした企画展も i
開催される。はりこ・こまの絵付け体験も。

営業時間 10Ю O～ 1■00 月曜休館   |

'ゝ

食宮米斗300円   TEL079-267-0301

0常 行営
本尊阿弥陀女□来のまわりを休みな<常
に行道して祈る道場。8寺には、九十日

間休みな<□に仏の名を唱え、心に仏
の姿を思い描いて、行道します。事前
予約すれば座禅体験もできます。

鐘楼近<に、徳川家康の孫にあたる
松平直基 (26代 )、 榊原IEI房 (29代 )
と政祐(34代 )の墓塔があります。

0奥 え
開山堂を中心に、護法堂、不動堂、

護法堂拝殿、禾□泉式部歌塚などがあ

ります。開山堂軒下の四隅には、左甚

出したと言われています。

近 くの
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書写山の西万1こは西洋風の城が見えます。
峰相山山麓にあるテーマパーク「太陽公園」で、
世界遺産のミニチュア石像を多数設置した「石
のエリア」と、隣接する敷地の山上にある白鳥
城をメインとする「城のエリア」があります。

営業時間 900～ 1■ 00年中無休
大人 1,300円 」ヽ人 600円 TEL079-266‐ 6600

O-7・ウェイうヽらの兼こ

bi輪 11帝 彙
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… 茉坂事覇

fゝ羽柴秀 本陣跡
このあたりが陣の中枢で、今はなき十
地坊は秀吉と官兵衛が軍議を練つた場
所。太閤陣屋とも呼ばれていました。

陣屋跡は白山神社の裏手にあり、現
在は貯水槽が設けられています。
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人が入山する以前より素菱疇

噂の祠があったところで 神代の世に
素爵嶋尊がこの峰で一眉した言しヽ伝

えがあるため「素養の柚」と0手ばれ、

言写山という名になったそうですn
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江戸中期の建物ながら古い形式を残した書院造り建物は国の重
要文化財となっています。

書写塗で精進料理がいただ

ける食事処でもあります。

(3日 前までに予約)

員ヨ言舌:079-266-3553

4月～ 11月まで 木曜休

人数 :5名様以上 5,000円～

局日百二
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